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こどもの遊んでいる姿をとらえる

環境構成と子どもの遊びをつなげる

＜種類や量＞
・子どもが興味を示していないものや
　遊びにくいものを無くす
・いろいろな性質を持ったものを用意
　（遊び方が限定されないもの
　　　・扱いやすいもの・身近なもの）

＜整理や配置の仕方＞
・似たような種類のものは同じカゴに
・こどもが取り出しやすい場所に配置
・欲しい時にいつでも
　　　　　　自由に取り出せるように

りす組（年少）も　の

ルール
＜自分で遊びを選べるように＞
・外でも中でも遊べる時間を決める
・遊び方はこどもにゆだねる

＜自分で時間の使い方を決められるように＞
・全員でしなければならない活動を減らす
・自由に遊べる時間を増やす
・おやつは時間内であればいつでも
　見通しを持てるようにスケジュールを固定

ホームクラス
（預かり保育）

空　間
＜空間の特性を生かす＞
・いろいろな場所に自分でアクセスできるように
　外と中がつながっている空間　
　広い　狭い　明るい　暗い空間
　高低差がある　スロープがある空間
・落ち着いた空間をつくる

＜自分たちで空間づくり＞
・空間づくりをしやすい環境をつくる

チューリップ（年中）

居場所
＜居場所としての空間＞
・お気に入りの空間を増やす　
・目線から高くなっている場所　製作コーナー　
・階段の踊り場　ソファ

＜居場所をつくるための時間＞
・時間の見通しを持てるように工夫
　スケジュールノート　掲示　
　スケジュールの固定化

＜友だちとの関係の中に居場所をつくる＞
・友だちが「いいところ」を発見できるように、
　遊びの中で「らしさ」を発揮できるように援助
　

ゆっくりペースの J児　
   ジャンボ組（年長）

こんな姿が
たくさん見られる

環境づくりがしたい

・子どもが「いい顔」をしている
・友だちとの関わりが見られる
・たくさんの発見がある

・新しい発想が生まれる
・遊びが発展していく

「先生、ブロック使っていい？」
Before

自分たちで遊びをつくりだす
After

  目　的
ねらい

遊びの変化

むつみ幼稚園
たくさんの行事や正課保育
毎日計画される一斉活動

園児 110 名
年少・年中・年長　各２クラス
住宅街に古くからある小さな幼稚園

こどもは忙しい毎日　　
遊び時間は活動と活動の間の　

息抜きの時間
園庭遊具

自転車

ブロック

おままごと

鬼ごっこ

・遊びのバリエーションが限られていた
・用意された遊び方で遊ぶ子が多かった

・シンプルですぐに終われる遊びが多かった
・どの学年でも同じような遊びをしていた

・遊びのバリエーションが増え、思いのまま遊べるようになった
・自分たちで遊びを発見したり、発想したりしたことを実現
　　　　　　　　　　   していく姿が日常的に見られるようになった。
・思いついたことを友達と共有し、遊びが広がっていくことが増えた。
・子どもたちが自ら環境に関わる姿が見られるようになった。

寝転んでゆっくり

どろんこ遊び

牛乳パックで爆弾装置

郵便屋さんごっこ

温泉＋料理＝旅館ごっこ

家族＋郵便＋サンタ＝クリスマスごっこじっくり・大胆に・長く
遊べるように　　　　　

 
＜状況説明＞ 
 

＜育ち＞ 

 

日々のきろく    
    組  月  日 （  ） 

☆☆☆☆☆ いい顔 発展 発想 発見 みんなで（     ）度 

写真・ビデオ
「今、いい感じだ」という
瞬間をきろく

こどものコメント
　実際に話していたこと
　想像した心の声

記録の背景・状況

保育者が発見したこと

★で５段階評価

 環境構成図       組  月  日 （  ） 

・空間のつくり方

・こどもの動線

・ものの配置

・どのような遊びが行われているか

こどもの体験

み　る
ふりかえる環 境 構 成

遊びの中で
新たな発見や発想が生まれる

保育環境づくり

一
人
一
人
に
あ
っ
た
環
境
を
(再
) 構
成

さらなる発見のために環境を見直し

こ
ど
も
が
何
を
発
見
し
た
か
を
評
価

「ま、いいか」

Before

After

子どもに何かをさせないといけないという思いが強かった
思い通りにさせるための枠をつくっていた
枠から出ないように取り締まる「警察官」のようであった

こどもの発見や新しい発想が生まれてくる場面に
たくさん出会い、保育者の気持ちに変化が！

許す、任せる、信じることが増える
環境づくりはこどもが主体に
こどもを信頼できるようになり
保育を楽しめるようになってきた

保育者の発見


